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AWS ストレージサービスの選択
最初のステップを実行する

目的 どの AWS ストレージサービスが組織に最適か
を判断するのに役立ちます。

最終更新日 2024 年 6 月 26 日

対象サービス • Amazon S3

• Amazon EBS

• Amazon EFS

• Amazon FSx

• Amazon ファイルキャッシュ

• AWS Backup

• AWS DataSync

• AWS Snow Family

• AWS Storage Gateway

• AWS Transfer Family

序章

AWS は、データを保存、アクセス、保護、分析するための、信頼性が高く、スケーラブルで安全な
ストレージサービスの幅広いポートフォリオを提供します。これにより、ストレージメソッドをニー
ズに合わせやすくなり、オンプレミスインフラストラクチャでは簡単には実現できないストレージオ
プションが提供されます。ストレージサービスを選択するときは、アクセスパターンに合わせること
が、必要なパフォーマンスを達成するために不可欠です。

ブロック、ファイル、オブジェクトストレージサービス、およびワークロードのクラウドデータ移行
オプションから選択できます。ワークロードに適したストレージサービスを選択するには、ビジネス
ニーズに基づいて一連の決定を行う必要があります。

この決定ガイドは、適切な質問を行い、実装の明確な道筋を示し、既存のオンプレミスストレージか
ら移行するのに役立ちます。
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https://docs.aws.amazon.com/AmazonS3/latest/userguide/GetStartedWithS3.html
https://docs.aws.amazon.com/ebs/latest/userguide/what-is-ebs.html
https://docs.aws.amazon.com/efs/latest/ug/getting-started.html
https://docs.aws.amazon.com/fsx/latest/WindowsGuide/getting-started.html
https://docs.aws.amazon.com/fsx/latest/FileCacheGuide/getting-started.html
https://docs.aws.amazon.com/aws-backup/latest/devguide/getting-started.html
https://docs.aws.amazon.com/datasync/latest/userguide/getting-started.html
https://docs.aws.amazon.com/snowball/
https://docs.aws.amazon.com/storagegateway/
https://docs.aws.amazon.com/transfer/latest/userguide/getting-started.html
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この 6 分間のクリップは、 AWS シニアストレージソリューションアーキテクトの Kevin McDonald 
と Victor Munoz による 2022 AWS 年サミットでのプレゼンテーションの 55 分間の記録からのもの
です。使用可能な AWS ストレージサービスの概要を示します。

を理解する

データは、アプリケーションデプロイ、分析ワークフロー、機械学習のイノベーションを成功させる
ための基盤です。Well-Architected システムは複数のストレージサービスを使用し、さまざまな機能
を有効にしてパフォーマンスを向上させます。

ただし、多くの場合、適切なストレージサービスの選択は、既に使用しているもの (または使い慣れ
ているもの) とどの程度一致しているかから始まります。使い慣れたストレージサービスを使用する
と、開始が容易になり、データの移行が簡単になり、さらに高速になる可能性があります。

例えば、Amazon FSx データストレージファミリーのサービスには、一般的なファイルシステムに合
わせた 4 つのオプションがあります。

• Amazon FSx for Windows File Serverは、フルマネージドの Microsoft Windows ファイルサーバー
で、完全にネイティブの Windows ファイルシステムでバックアップされています。

• Amazon FSx for Lustre では、高性能 Lustre ファイルシステムを起動して実行できます。
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https://www.youtube.com/embed/A14EbSrZeFM?start=16&end=377
https://www.youtube.com/embed/A14EbSrZeFM?start=16&end=377
https://www.youtube.com/embed/A14EbSrZeFM?start=16&end=377
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• Amazon FSx for OpenZFS は、オンプレミスの ZFS または他の Linux ベースのファイルサーバー 
AWS から にデータを移動できるフルマネージドファイルストレージサービスです。

• Amazon FSx for NetApp ONTAP は、NetApp の一般的な ONTAP ファイルシステム上に構築され
た、信頼性、スケーラビリティ、高性能、機能豊富なファイルストレージを提供するフルマネージ
ドサービスです。

定義

次のストレージタイプには AWS サービスオプションがあります。

• ブロック — ブロックストレージは、データストレージとストレージデバイスを制御するテクノロ
ジーです。ファイルやデータベースエントリなどのデータを取得し、同じサイズのブロックに分割
します。次に、ブロックストレージシステムは、高速なアクセスと取得のために最適化された方法
で、基盤となる物理ストレージにデータブロックを保存します。

• ファイルシステム — ファイルシステムは、ファイルとフォルダの階層構造にデータを保存しま
す。ネットワーク環境では、ファイルベースのストレージは多くの場合、ネットワーク接続スト
レージ (NAS) テクノロジーを使用します。NAS を使用すると、ユーザーはローカルハードドライ
ブと同様の方法でネットワークストレージデータにアクセスできます。ファイルストレージはユー
ザーフレンドリで、ユーザーはファイル共有コントロールを管理できます。

• オブジェクト — オブジェクトストレージは、データをオブジェクトと呼ばれる非構造化形式で保
存および管理するテクノロジーです。各オブジェクトには一意の識別子がタグ付けされ、基盤とな
るコンテンツを説明するメタデータが含まれます。

• キャッシュ — キャッシュは、システムパフォーマンスの向上とレイテンシーの低減を目的とし
て、頻繁にアクセスされるデータや最近使用されたデータをアクセスポイントの近くに一時的に
保存するために使用する高速データストレージレイヤーです。これは、低速かつ大規模なプライ
マリストレージ (ディスクやリモートストレージなど) と、データにアクセスする必要があるコン
ピューティングリソースとの間のバッファとして機能します。

• Hybrid/Edge — Hybrid/Edge ストレージは、オンプレミスのストレージインフラストラクチャとク
ラウドストレージサービスを組み合わせて、パフォーマンス、コスト、コンプライアンスなどの要
件に基づいて 2 つの環境間のデータモビリティを可能にします。低レイテンシーアクセス、コス
ト最適化、データ主権、クラウドスケーラビリティ、ビジネス継続性などの利点があります。
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移行オプション

ストレージサービスを選択するだけでなく、選択したサービス内でのデータの移行方法も選択する必
要があります。 AWS では、オンラインまたはオフラインのどちらでデータを移行する必要があるか
に応じて、いくつかの選択肢が用意されています。

• オンライン移行では、オンプレミスデータセンターで実行中に、データとアプリケーションをイン
ターネット経由で転送します。このアプローチは、ダウンタイムを最小限に抑え、組織がクラウド
リソースをより早く使用を開始できるため、オフライン移行よりも効率的です。ただし、信頼性の
高いインターネット接続が必要であり、大量のデータやミッションクリティカルなアプリケーショ
ンには適していない可能性があります。

• オフライン移行では、インターネットに接続せずにデータとアプリケーションを移動します。この
アプローチでは、外部ハードドライブやその他のストレージメディア上のデータをクラウドプロバ
イダーのデータセンターに物理的に転送する必要があります。この方法は、通常、転送する大量の
データ、帯域幅や接続の制限、セキュリティやプライバシーに関する懸念がある場合に使用されま
す。

重要な考慮事項は 2 つあります。

• 速度 -  速度が重要な場合はオンライン移行を選択します。オンラインは分または時間単位で測定
され、オフラインは日単位で測定できます。データが頻繁に更新され、タイムクリティカルな場合
は、オンラインを選択します。タイムクリティカルではなく、1 回限りの移動の場合はオフライン
を選択します。

• 帯域幅 - データをオンラインに移動すると、day-to-day帯域幅から解放されます。ネットワーク制
約があり、転送中にビジネスを中断することなくデータをオフラインにできる場合は、オフライン
を選択します。Snow Family の AWS サービスは、オフライン移行のオプションを提供します。

考慮する

既存のアプリケーションをクラウドに移行するか、クラウドで新しいアプリケーションを構築するた
め、 AWS ストレージサービスを検討している可能性があります。クラウドにデータを移動するとき
は、データを移動する場所、潜在的なユースケース、移動するデータの種類、使用可能なネットワー
クリソースを理解することが重要です。

AWS ストレージサービスを選択する際に考慮すべき基準をいくつか示します。

移行オプション 4
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Protocol

AWS ストレージサービスには、複数のプロトコルオプションが用意されています。

• ブロックストレージは、低レイテンシーアクセスのコンピューティングインスタンスに直接ア
タッチされる高性能ストレージを提供するため、高速で一貫性のある I/O オペレーションを必
要とするアプリケーションに適しています。

• ファイルベースのストレージは、NFS や SMB などの業界標準プロトコルを使用して、事実上
すべてのオペレーティングシステムからネイティブにマウントできます。複数のコンピュー
ティングインスタンス間で共有データにアクセスする必要があるワークロードにシンプルなス
トレージを提供します。

• オブジェクトストレージは、インターネット上のアプリケーションプログラミングインター
フェイス (API) を介してデータに簡単にアクセスでき、読み取り負荷の高いワークロード (スト
リーミングアプリケーションやサービスなど) に適しています。

プロトコルは、 AWS ストレージ環境内のデータへのアクセス、転送、管理方法を決定する際
に、ストレージサービスを検討するときに重要な役割を果たします。

Client type

データにアクセスするクライアントのオペレーティングシステムを考慮することが重要で
す。Windows ベースのクライアントは、Amazon FSx for Windows File Server などのファイル
ベースのストレージオプションを使用できます。Windows アプリケーションに高可用性ストレー
ジを提供し、サーバーメッセージブロック (SMB) を完全にサポートします。

Amazon FSx for Lustre (高性能ファイルシステム用) は、Unix/Linux ベースのファイルシステム
で使用するように設計されています。FSx for Lustre は、機械学習、ハイパフォーマンスコン
ピューティング (HPC)、ビデオ処理、財務モデリングなど、速度が重要なワークロード向けに最
適化されています。

ワークロード間でデータに簡単にアクセスして共有できるようにするには、 AWS ストレージ
サービスのクライアントタイプを選択することが不可欠です。クライアントが使用するファイル
システムやプロトコルと互換性のあるサービスを選択することは、互換性の問題を回避し、シー
ムレスなデータアクセスと転送を確保するために重要です。

Performance

パフォーマンスは、 AWS ストレージサービスを選択するときに考慮すべき重要な要素で
す。IOPS (1 秒あたりの入力/出力オペレーション）、アクセスパターン、レイテンシー、スルー
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プットまたは帯域幅など、ストレージのパフォーマンスを評価する際に考慮すべき要素がいくつ
かあります。次のような質問をすることが重要です。

• ワークロードのレイテンシーは影響を受けますか?

• 他のメトリクス (IOPS やスループットなど) がアプリケーションのパフォーマンスプロファイ
ルを支配していますか?

• ワークロードが読み取りまたは書き込みが多いか。

Migration strategy and risks

組織のスキルは、使用するコンテナサービスを決定する際の重要な要素です。実行するアプロー
チでは、DevOps チームと Site Reliability Engineer (SRE) チームへの投資が必要になる場合があ
ります。自動パイプラインを構築してアプリケーションをデプロイすることは、ほとんどの最新
のアプリケーション開発で一般的です。

オンプレミスストレージを に移行するときに考慮すべき要素 AWS は次のとおりです。

• データ転送: データ転送の最も効率的な方法は何ですか AWS?

• 互換性: 例えば、NetApp ONTAP アプライアンスのオンプレミスサービス (Amazon FSx for 
NetApp ONTAP など) を既に活用している場合、シームレスな移行パスが提供されます。

• アプリケーション統合: アプリケーションが AWS ストレージサービスとどのように統合される
かを評価します。アプリケーションと AWS 環境間のシームレスな接続と機能を有効にするた
めに必要な変更や設定を検討してください。

• データ管理とライフサイクル: 環境内のバックアップ、レプリケーション、ライフサイクル管
理などのデータ管理タスクを計画します AWS 。バージョニング、ライフサイクルポリシー、
クロスリージョンレプリケーションなど、これらのタスクの自動化に役立つ AWS サービスと
機能を検討してください。

• セキュリティとコンプライアンス: 移行プロセス中にデータが安全であることを確認してくだ
さい。暗号化やアクセスコントロールなどの適切なセキュリティ対策を実装して、転送中と保
管中のデータを保護します。

• コストの最適化: ストレージソリューションを に移行することによるコストへの影響を分析し
ます AWS。ストレージ料金、データ転送コスト、コストの最適化に必要な関連サービスや機
能などの要因を考慮してください。

考慮する 6
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これらの要素を慎重に検討することで、オンプレミスのストレージソリューションから AWS ス
トレージサービスへの移行を確実に成功させ、中断を最小限に抑え、クラウドストレージの利点
を最大化できます。

Backup and protection requirements

バックアップと保護の要件は、データの可用性と耐久性を確保するのに役立つため、 AWS スト
レージサービスを選択するときに考慮すべき重要な要素です。

適切なバックアップと保護対策がないと、偶発的な削除、ハードウェア障害、または自然災害に
よってデータが失われ、ビジネスに重大な影響を及ぼす可能性があります。

オンデマンドでAWS Backup、またはスケジュールされたバックアッププランの一部として自動
的にデータをバックアップできる などのサービスに精通しておいてください。 AWS Backup ま
た、 は、本番データから最小限の距離でバックアップを保存するためのビジネス継続性またはコ
ンプライアンス要件がある場合に特に役立つクロスリージョンレプリケーションも提供します。

Disaster recovery

災害対策は、災害や停止が発生した場合にビジネス継続性を確保するのに役立つため、 AWS ス
トレージサービスを選択する際の重要な考慮事項です。災害は、自然災害、人為的ミス、サイ
バー攻撃などのさまざまな要因によって引き起こされ、大量のデータ損失やダウンタイムにつな
がる可能性があります。

複数のアベイラビリティーゾーンにまたがるレプリケーションなどのディザスタリカバリ機能を
提供するストレージサービスを選択すると、災害がビジネスに与える影響を最小限に抑えること
ができます。ディザスタリカバリオプションを評価するときは、目標復旧時間 (RTO) や目標復旧
時点 (RPO) などの要素を考慮し、ビジネスニーズを満たすストレージサービスを選択することが
重要です。

Cost

基本ストレージコスト以外にも、ストレージ容量、データ転送、可用性など、ストレージの総コ
ストに影響する料金に影響するその他の要因があります。以下は、 AWS ストレージサービスを
使用する際のコストを削減するのに役立ちます。

• ワークロードタイプに適したストレージサービスを使用します。

• AWS Cost Explorer およびその他の請求ツールを使用して、組織の速度をモニタリングしま
す。

• データとその使用方法を理解します。

考慮する 7

https://docs.aws.amazon.com/aws-backup/latest/devguide/getting-started.html
https://aws.amazon.com/aws-cost-management/aws-cost-explorer/
https://aws.amazon.com/aws-cost-management/
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また、 AWS ストレージサービスを選択するときはAWS 料金見積りツール、 を使用してコスト
を見積もることをお勧めします。

Security

のセキュリティ AWS は責任を共有します。 は、お客様がアプリケーションを構築およびデプロ
イするための安全な基盤 AWS を提供しますが、お客様はデータ、アプリケーション、インフラ
ストラクチャを保護するための独自のセキュリティ対策を実装する責任があります。

AWS ストレージサービスを選択するときは、アクセスコントロール、データ暗号化、コンプラ
イアンス要件、モニタリングとログ記録、インシデント対応などのセキュリティの側面を考慮す
る必要があります。これにより、 AWS サービスの使用中にデータを確実に保護できます。

選択
ストレージオプションの評価に使用する基準がわかったので、ビジネスニーズに適した AWS スト
レージサービスを選択する準備が整いました。

次の表は、どのストレージオプションがどの状況に最適化されているかを示しています。これを使用
して、ユースケースに最適なものを決定できます。

ストレージタイプ 何に最適化されていますか? ストレージサービスまたは
ツール

Block Applications requiring low-
latency, high-performance 
durable storage attached 
to single Amazon EC2 
instances or containers, such 
as databases and general-p 
urpose local instance storage.

Amazon EBS

Amazon EC2 インスタンスス
トア

ファイルシステム 複数の Amazon EC2 インスタ
ンスまたはコンテナ、または
チームファイル共有、高可用
性のエンタープライズアプリ
ケーション、分析ワークロー
ド、ML トレーニングなど、複
数のオンプレミスサーバー間

Amazon EFS

Amazon FSx

Amazon FSx for Lustre

Amazon FSx for NetApp 
ONTAP
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https://calculator.aws/#/
https://aws.amazon.com/compliance/shared-responsibility-model/
https://docs.aws.amazon.com/ebs/latest/userguide/what-is-ebs.html
https://docs.aws.amazon.com/AWSEC2/latest/UserGuide/InstanceStorage.html
https://docs.aws.amazon.com/AWSEC2/latest/UserGuide/InstanceStorage.html
https://docs.aws.amazon.com/efs/latest/ug/whatisefs.html
https://docs.aws.amazon.com/fsx/
https://docs.aws.amazon.com/fsx/latest/LustreGuide/what-is.html
https://docs.aws.amazon.com/fsx/latest/ONTAPGuide/what-is-fsx-ontap.html
https://docs.aws.amazon.com/fsx/latest/ONTAPGuide/what-is-fsx-ontap.html
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ストレージタイプ 何に最適化されていますか? ストレージサービスまたは
ツール

での読み取りおよび書き込み 
共有アクセスを必要とするア
プリケーションとワークロー
ド。

Amazon FSx for OpenZFS

Amazon FSx for Windows File 
Server

Amazon S3 ファイルゲート
ウェイ

Amazon FSx ファイルゲート
ウェイ

Object Read-heavy workloads such 
as content distribution, web 
hosting, big data analytics, and 
ML workflows. Well-suited for 
scenarios where data needs 
to be stored, accessed, and 
distributed globally over the 
internet.

Amazon S3

Cache オンプレミスの NFS ファイ
ルシステムやクラウドファイ
ルシステム (Amazon FSx for 
OpenZFS、Amazon FSx for 
NetApp ONTAP)、Amazon S3 
など、さまざまな場所に保存
されているファイルデータを
処理 AWS するためのフルマ
ネージド、スケーラブル、高
速キャッシュ。

Amazon ファイルキャッシュ

選択 9

https://docs.aws.amazon.com/fsx/latest/OpenZFSGuide/what-is-fsx.html
https://docs.aws.amazon.com/fsx/latest/WindowsGuide/what-is.html
https://docs.aws.amazon.com/fsx/latest/WindowsGuide/what-is.html
https://docs.aws.amazon.com/filegateway/latest/files3/what-is-file-s3.html
https://docs.aws.amazon.com/filegateway/latest/files3/what-is-file-s3.html
https://docs.aws.amazon.com/filegateway/latest/filefsxw/what-is-file-fsxw.html
https://docs.aws.amazon.com/filegateway/latest/filefsxw/what-is-file-fsxw.html
https://docs.aws.amazon.com/AmazonS3/latest/userguide/GetStartedWithS3.html
https://docs.aws.amazon.com/fsx/latest/FileCacheGuide/getting-started.html
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ストレージタイプ 何に最適化されていますか? ストレージサービスまたは
ツール

ハイブリッド/エッジ 低レイテンシーのデータをオ
ンプレミスアプリケーション
に配信し、オンプレミスアプ
リケーションに Cloud-Backed 
ストレージへのアクセスを提
供します。

AWS Storage Gateway テープ
ゲートウェイ

AWS Storage Gateway ボ
リュームゲートウェイ

次の表に、オンラインオプションとオフラインオプションの詳細を示します。

移行オプション 速度が優先される場合 帯域幅が重要な場合 ストレージサービス 
またはツール

Online Online is optimized for 
frequent updates to 
data. Use it for time-
critical or ongoing 
workloads.

Consider scheduling 
your transfer during 
off hours when 
you have sufficient 
bandwidth.

AWS DataSync

AWS Transfer Family

Amazon FSx for 
NetApp ONTAP 
SnapMirror

AWS Storage 
Gateway

オフライン Suitable for one-time 
or periodic uploads - 
and when data can be 
static in transit.

この選択は、使用可能
な最小帯域幅のみを使
用する必要があり、物
理的な移動の予測可能
性を好む場合に理にか
なっています。

AWS Snowball
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https://docs.aws.amazon.com/storagegateway/latest/tgw/WhatIsStorageGateway.html
https://docs.aws.amazon.com/storagegateway/latest/tgw/WhatIsStorageGateway.html
https://docs.aws.amazon.com/storagegateway/latest/vgw/WhatIsStorageGateway.html
https://docs.aws.amazon.com/storagegateway/latest/vgw/WhatIsStorageGateway.html
https://docs.aws.amazon.com/datasync/latest/userguide/setting-up.html
https://docs.aws.amazon.com/transfer/latest/userguide/getting-started.html
https://docs.aws.amazon.com/fsx/latest/ONTAPGuide/scheduled-replication.html
https://docs.aws.amazon.com/fsx/latest/ONTAPGuide/scheduled-replication.html
https://docs.aws.amazon.com/fsx/latest/ONTAPGuide/scheduled-replication.html
https://docs.aws.amazon.com/storagegateway/
https://docs.aws.amazon.com/storagegateway/
https://docs.aws.amazon.com/snowball/
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使用アイテム
データ、パフォーマンス要件、およびこのガイドで説明されているその他の基準を使用するために必
要な最適なプロトコルを決定したので、ニーズに最適なストレージサービスについても理解しておく
必要があります。

を使用し、利用可能な各 AWS ストレージサービスの詳細について調べる方法を調べるために、各
サービスの仕組みを調べるための経路を用意しました。次のセクションでは、詳細なドキュメント、
実践的なチュートリアル、開始するためのリソースへのリンクを提供します。

Amazon S3

• Amazon S3 の開始方法

このガイドは、バケットとオブジェクトを使用して Amazon S3 の使用を開始するのに役立ち
ます。バケットはオブジェクトのコンテナです。オブジェクトは、ファイルと、そのファイル
を説明する任意のメタデータです。

ガイドを見る

• Amazon S3 のパフォーマンスの最適化

Amazon S3 からストレージをアップロードおよび取得するアプリケーションを構築する場合
は、このホワイトペーパーの AWS ベストプラクティスガイドラインに従ってパフォーマンス
を最適化してください。

ホワイトペーパーを読む

• Amazon S3 チュートリアル

次のチュートリアルでは、Amazon S3 の一般的なタスクにおけるエンドツーエンドの一連の手
順について説明します。これらのチュートリアルはラボタイプの環境を対象としており、一般
的なガイダンスを提供します。

チュートリアルの開始方法

Amazon EBS

• Amazon EBS の開始方法

Amazon EBS は、すばやくアクセスでき、長期的な永続性を必要とするデータに推奨されま
す。
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https://docs.aws.amazon.com/AmazonS3/latest/userguide/GetStartedWithS3.html
https://docs.aws.amazon.com/whitepapers/latest/s3-optimizing-performance-best-practices/welcome.html
https://docs.aws.amazon.com/AmazonS3/latest/userguide/tutorials.html
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ガイドを見る

• Amazon EBS ボリュームを作成する

Amazon EBS ボリュームは、耐久性に優れたブロックレベルのストレージボリュームであり、
インスタンスにアタッチできます。

チュートリアルを始める

• Amazon EBS direct APIs を使用して Amazon EBS スナップショットの内容にアクセスする

直接 APIs、Amazon EBS スナップショットの作成、スナップショット上のデータの書き込み
と読み取り、および違いの識別を行うことができます。

ガイドを見る

Amazon EFS

• Getting started with Amazon EFS

Amazon EFS ファイルシステムを作成する方法について説明します。ファイルシステムを VPC 
の Amazon EC2 インスタンスにマウントし、end-to-endのセットアップをテストします。

チュートリアルを始める

• ネットワークファイルシステムを作成する

ファイルの保存と Amazon EFS ファイルシステムの作成、Amazon EC2 での Linux 仮想マシ
ンの起動、ファイルシステムのマウント、ファイルの作成、インスタンスの終了、ファイルシ
ステムの削除を行う方法について説明します。

チュートリアルを始める

• Apache ウェブサーバーをセットアップし、Amazon EFS ファイルを提供する

Auto Scaling グループを作成して、Amazon EC2 インスタンスで Apache ウェブサーバーを
セットアップし、複数の Amazon EC2 インスタンスで Apache ウェブサーバーをセットアップ
する方法について説明します。

チュートリアルを始める
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https://docs.aws.amazon.com/ebs/latest/userguide/what-is-ebs.html
https://docs.aws.amazon.com/ebs/latest/userguide/ebs-creating-volume.html
https://docs.aws.amazon.com/ebs/latest/userguide/ebs-accessing-snapshot.html
https://docs.aws.amazon.com/efs/latest/ug/getting-started.html
https://aws.amazon.com/getting-started/tutorials/create-network-file-system/
https://docs.aws.amazon.com/efs/latest/ug/wt2-apache-web-server.html
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Amazon FSx

• Amazon FSx の開始

この入門ガイドでは、Amazon FSx の使用を開始するために必要な操作について説明します。

ガイドを見る

• Amazon FSx for Lustre の開始方法

Amazon FSx for Lustre ファイルシステムを使用して、ファイルベースのアプリケーションで 
Amazon S3 バケット内のデータを処理する方法について説明します。

ガイドを見る

• Amazon FSx for Windows File Server とは

このガイドでは、Amazon FSx for Windows File Server の概要を説明します。

ガイドを見る

• Amazon FSx for NetApp ONTAP の開始方法

Amazon FSx for NetApp ONTAP の使用を開始する方法を説明します。

チュートリアルを始める

• Amazon FSx for OpenZFS の使用を開始する方法について説明します。

このガイドでは、Amazon FSx for OpenZFS の概要を説明します。

チュートリアルを始める

Amazon File Cache

• Amazon File Cache の開始方法

Amazon File Cache リソースを作成し、コンピューティングインスタンスからアクセスする方
法について説明します。

チュートリアルを始める

• アクション中の Amazon ファイルキャッシュ
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https://docs.aws.amazon.com/fsx/latest/WindowsGuide/getting-started.html
https://docs.aws.amazon.com/fsx/latest/LustreGuide/getting-started.html
https://docs.aws.amazon.com/fsx/latest/WindowsGuide/what-is.html
https://docs.aws.amazon.com/fsx/latest/ONTAPGuide/getting-started.html
https://docs.aws.amazon.com/fsx/latest/OpenZFSGuide/getting-started.html
https://docs.aws.amazon.com/fsx/latest/FileCacheGuide/getting-started.html
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この動画では、Amazon File Cache をオンプレミスのファイルシステムに保存されているデー
タの一時的な高性能ストレージの場所として使用する方法を示します。

動画を見る

AWS Storage Gateway

• Amazon S3 File Gateway のユーザーガイド

Amazon S3 File Gateway の概念について説明し、コンソールと API の両方でさまざまな機能
を使用する手順を示します。

ガイドを見る

• Amazon FSx File Gateway のユーザーガイド

オンプレミス施設からクラウド内の Amazon FSx for Windows File Server 共有へのアクセスを
提供する Amazon FSx File Gateway について説明します。コンソールと API の操作手順が含
まれています。

ガイドを見る

• テープゲートウェイのユーザーガイド

AWS クラウドにデータをアーカイブするための耐久性とコスト効率に優れたテープベースの
ソリューションであるテープゲートウェイについて説明します。コンソールと API の両方でさ
まざまな機能を使用するための概念と手順について説明します。

ガイドを見る

• ボリュームゲートウェイのユーザーガイド

キャッシュ型ボリュームアーキテクチャとストアド型ボリュームアーキテクチャの詳細を含む
ボリュームゲートウェイの概念について説明し、コンソールと API の両方で機能を使用する手
順を示します。

ガイドを見る

AWS DataSync

• の開始方法 AWS DataSync
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https://www.youtube.com/watch?v=6G4DapCmNG4&t=41s
https://docs.aws.amazon.com/filegateway/latest/files3/what-is-file-s3.html
https://docs.aws.amazon.com/filegateway/latest/filefsxw/what-is-file-fsxw.html
https://docs.aws.amazon.com/storagegateway/latest/tgw/WhatIsStorageGateway.html
https://docs.aws.amazon.com/storagegateway/latest/vgw/WhatIsStorageGateway.html
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このガイドでは、 AWS DataSync を使用して を開始する方法について説明します AWS 
Management Console。

ガイドを見る

• でデータが保存される場所を問わず、マルチクラウドデータの移動を簡素化する AWS 
DataSync

AWS DataSync は、増分転送、アクセスコントロールのための IAM との統合、データ移行、レ
プリケーション、 AWS リージョン または アカウント間の分散などのユースケースをサポート
します。

ブログを読む

• AWS DataSync    のチュートリアル

これらのチュートリアルでは、 を使用した実際のシナリオ AWS DataSync とデータ転送につ
いて説明します。

チュートリアルを始める

AWS Transfer Family

• の開始方法 AWS Transfer Family

Amazon S3 ストレージを使用してパブリックにアクセス可能なエンドポイントを持つ SFTP 
対応サーバーを作成し、サービスマネージド認証でユーザーを追加し、Cyberduck でファイル
を転送する方法について説明します。

チュートリアルを始める

• AWS Transfer Family 実行中

この動画では AWS Transfer Family 、サポートされている 3 つのプロトコル 
(SFTP、FTPS、FTP) のそれぞれで をパブリックインターネットと VPC の両方でどのように
使用できるかを示します。

動画を見る

• AWS Transfer Family AS2 の
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https://docs.aws.amazon.com/datasync/latest/userguide/setting-up.html
https://aws.amazon.com/blogs/storage/simplify-multicloud-data-movement-wherever-data-is-stored-with-aws-datasync/
https://docs.aws.amazon.com/datasync/latest/userguide/tutorials.html
https://docs.aws.amazon.com/transfer/latest/userguide/getting-started.html
https://www.youtube.com/watch?v=AQtTG2N_QCg
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で Applicability Statement 2 (AS2) 設定をセットアップする方法について説明します AWS 
Transfer Family。

• AWS Transfer Family SFTP コネクタ

SFTP コネクタをセットアップし、Amazon S3 ストレージと SFTP サーバー間でファイルを転
送する方法について説明します。

AWS Snow Family

• の開始方法 AWS Snow Family

これらのガイドには、Snow Family のすべての現在のサービスに関するドキュメントへのリン
クが記載されています。

ガイドを見る

• AWS Snowball Edge デベロッパーガイド

このガイドには、ローカルストレージとコンピューティング、クラスタリング、Amazon S3 へ
のデータのインポートとエクスポート、Snowball Edge デバイスのその他の機能に関するガイ
ダンスが含まれています。

ガイドを見る

Explore

• 開発者

• ソリューションアーキテクト

• 意思決定者

• アーキテクチャ図

上のコンテナのリファレンスアーキテクチャ図をご覧ください AWS。

アーキテクチャ図を調べる

• ホワイトペーパー

開始してベストプラクティスを学ぶのに役立つホワイトペーパーをご覧ください。
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https://docs.aws.amazon.com/snowball/
https://docs.aws.amazon.com/snowball/latest/developer-guide/whatisedge.html
https://aws.amazon.com/architecture/storage/?achp_navtc3&cards-all.sort-by=item.additionalFields.sortDate&cards-all.sort-order=desc&awsf.content-type=*all&awsf.methodology=*all
https://aws.amazon.com/free/storage/
https://aws.amazon.com/architecture/?cards-all.sort-by=item.additionalFields.sortDate&cards-all.sort-order=desc&awsf.content-type=content-type%23reference-arch-diagram&awsf.methodology=*all&awsf.tech-category=tech-category%23storage&awsf.industries=*all&awsf.business-category=*all
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ホワイトペーパーの詳細

• AWS ソリューション

コンテナの一般的なユースケースについて、厳選されたソリューションとアーキテクチャガイダン
スをご覧ください。

ソリューションを詳しく見る
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https://aws.amazon.com/whitepapers/?whitepapers-main.sort-by=item.additionalFields.sortDate&whitepapers-main.sort-order=desc&awsf.whitepapers-content-type=content-type%23whitepaper&awsf.whitepapers-global-methodology=*all&awsf.whitepapers-tech-category=tech-category%23storage&awsf.whitepapers-industries=*all&awsf.whitepapers-business-category=*all
https://aws.amazon.com/solutions/storage/
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ドキュメント履歴
次の表に、この決定ガイドの重要な変更点を示します。このガイドの更新に関する通知について
は、RSS フィードをサブスクライブできます。

変更 説明 日付

ガイドが更新されました docs.aws.amazon.com に移
行し、「理解」、「検討」、
「選択」、「使用」セクシ 
ョンに軽微な更新を行いまし
た。

2024 年 6 月 26 日

ガイドが更新されました AWS Copilot、 AWS Batch、 
を追加しました AWS 
Outposts。容量、オーケスト
レーション、プロビジョニ
ングをコンピューティング容
量、オーケストレーション、
垂直的ソリューションに変更
しました。編集上の変更が多 
数あります。

2024 年 4 月 5 日

初版発行 ガイドが最初に公開されまし
た。

2023 年 4 月 26 日
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翻訳は機械翻訳により提供されています。提供された翻訳内容と英語版の間で齟齬、不一致または矛
盾がある場合、英語版が優先します。

xix
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